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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトは，19世紀から20世紀にかけての中国華南地域とベトナム間の人の移
動とその過程で生じた文化の動態，とくに民衆宗教の伝播に光をあてたものである。ベトナムやマレーシアにお
ける宗教施設調査をつうじて，19世紀から20世紀にかけて作成された多くの民衆宗教文献を収集した。これらの
宗教文献は，中国華南・ベトナム間の人の移動と文化の動態をいきいきと伝えており，20世紀に入りベトナムで
起こったカオダイ教などの新宗教運動に大きな影響を与えたことが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This project shed light on the diffusions of popular religions which emerged
 in South and Southwest China during 19th century and their infiltrations in Vietnam. In the project
 many original religious tracts and sutras published or written in 19th and 20th centuries were 
found in the temples or pagodas in Vietnam. These documents show us vividly the movements of Chinese
 and cultural dynamics that occurred in Vietnam. Through these field researches, it became clear 
that syncretic religions such as Xiantiandao spread from South China played an important role in 
religious movements such as Caodaism during colonial period.

研究分野：東洋史
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１．研究開始当初の背景 
 
研究代表者は，19 世紀後半から 20 世紀前半
期にかけて，儒教・仏教・道教の三教一致の
趨勢のもとに成立した中国の民衆宗教諸団
体が，ベトナム・マレーシア・シンガポール
などの東南アジア地域に急速に拡大し，その
過程でこうした宗教諸団体が布教活動を目
的とした出版物や儀礼書・教団略史など多く
の宗教文献が刊行ないし記録・保存されてき
たことに着目した。これらの民衆宗教文献は，
華人の東南アジア地域への移動の歴史，その
地に生きた人々のメンタリティなどを理解
するうえで頗る貴重な文献である。そこで，
これらの文献の所在・収蔵情況を，現地調査
をつうじて明らかにする必要があると考え
るにいたった。 
 
２．研究の目的 
 
本プロジェクトにおいては，以下の課題の解
明を目指すこととした。 
（1），華南・東南アジア広域ネットワークを
踏まえた民衆宗教の伝播過程を明らかにし
ていくことである。具体的には，センターと
しての広東，さらには同時期に布教拠点の築
かれたシンガポールやマレーシア各地の宗
教施設を訪問し，その地に残る宗教諸文献と
比較・検討を行い，東南アジアに伝播した民
衆宗教の系譜を明らかにする。（2），東南ア
ジア諸地域に伝播する過程で生じたテキス
トの変容過程を明らかにしていくことであ
る。とりわけ，ベトナムは華南の民衆宗教を
積極的に受容した地域であるが，その際に漢
文テキストのクオック・グーへの翻訳がなさ
れた。こうした翻訳の過程で生じた新解釈や
新たに盛り込まれることになった意味を系
統的に読み解いていくことをつうじて，植民
地に勃興した新宗教運動の性格を明らかに
する。 
 
３．研究の方法 
 
ベトナムやシンガポール，マレーシアなどの
華人の移住先に設立された民衆宗教関連施
設を訪問し，宗教文献の所在調査や関係者へ
のインタビューを実施する一方，各国の公共
図書館や宗教運動や華人の諸活動に関する
植民地時期アーカイブズを収めた文書館に
おいて資料調査を行い，両者で得られた知見
を綜合することをつうじて華人系宗教運動
の展開とそのベトナム化過程を明らかにす
ることを目指した。 
 
４．研究成果 
 
本プロジェクトで得た主要な成果は以下の
とおりである。 
（1）華南・東南アジアに伝播した「民衆宗
教文献」の形式・特徴を理解するために，民

衆宗教研究の古典であり，民衆宗教文献に対
する詳細な文献解題を含む李世瑜教授の『現
在華北秘密宗教』（邦題『中国近代の秘密宗
教』）として出版した。 
（2）現地調査にもとづく民衆宗教文献の収
集。本プロジェクトでは，華南よりベトナ
ム・マレーシア・シンガポール各地に伝播し
た宗教諸団体の宗教施設を訪問し，民衆宗教
文献の調査にあたり，写真撮影を行った。主
要な訪問先は以下のとおりである。 
ア）ベトナムにおいては，中部都市ビンディ
ンにある明師道仏堂教会所属「金南仏堂」や
同派と密接な関係にある「福南仏堂」を訪問
した（2015年 12月）。また，カントー市の南
雅仏堂，バックリュウ省の福寧仏堂，ホーチ
ミン市の光南仏堂（2017 年 9 月），タイビン
省の善光仏堂，崇慶寺，霊岡寺，福霊寺（2018
年 11月），を調査した。 
イ）シンガポール：山東に起源する道院に所
属する世界紅卍字会新加坡総主会を訪問し，
戦時期に作成された神諭の記録（乩訓）を閲
覧した（2016 年 3 月，2017 年 3 月）。また，
20 世紀初頭の孔教運動の拠点の一つとなっ
た在シンガポール南洋孔教会を訪問し，関係
者へのインタビューと文献調査を実施した
（2017年 8月）。 
ウ）マレーシア：ペナンにおいては，世界紅
卍字会檳城分会，ベトナム明師道仏教会と系
譜を同じくする大圓仏堂，先天道帰根門派の
指導者蔡飛の開いた「南島仏堂」を訪問し，
関係者へのインタビュー，文献・碑文調査等
を実施した（2017 年 3 月）。また，タイピン
及びイポーにおいては，先天道帰根門派に属
する「西華精舎」・「西国精舎」を訪問し，関
係者へのインタビュー，文献調査を実施した
（2018 年 3 月）。こうしたシンガポール，マ
レーシア調査をつうじて，ベトナムに伝播し
た華南民衆宗教の系譜や宗教文献の系統を
より具体的に把握することが可能となった。 
（3）図書館・アーカイブズにおける民衆宗
教文献・植民地期宗教運動関係アーカイブズ
調査 
ア）フランス国立文書館海外館（Archives 
Nationales d'Outre-Mer, Aix-en-Provence）にお
ける植民地期アーカイブズ調査。先天道の流
れを汲むカオダイ教の勃興過程を明らかに
すべく，仏領期のアーカイブズ資料を所蔵す
る上記文書館での調査を実施した（2016年 3
月）。 
イ）ベトナム国家第２アーカイブズセンター
における植民地期アーカイブズ調査。ホーチ
ミン市にある同センターに所蔵されている
旧コーチシナ総督府文書を閲覧し，華人及び
カオダイ教関連文書を収集した（2015年8月，
2016年 8月，2017年 8月）。 
ウ）カンボジア国立文書館におけるアーカイ
ブズ調査（2017 年 8 月）。プノンペンにある
同文書館には，フランスやベトナムでは見ら
れないカオダイ教やベトナム宗教運動関係
のファイルが含まれ，約１週間それらの資料



の調査に従事した（2017年 8月）。 
エ）台湾各図書館・文書館における資料収集。
台湾中央研究院近代史研究所・同研究院台湾
史研究所を訪問し，近年盛んに影印されてい
る民衆宗教文献の版本調査を実施した（2015
年 8月，2017年 3月，2018年 2月）。 
 これらの図書館・文書館調査により，ベト
ナムに伝播した民衆宗教文献の系統をかな
りの程度明らかにすることができた。また，
民衆宗教が華人の枠を越えてベトナム人コ
ミュニティに浸透していく政治・社会的背景
を，図書資料・植民地期アーカイブズ資料を
つうじて検討を加えた。 
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